
（３）校内研修 

 

不登校に対する正しい認識と対応について学び，実践的指導力の向上，教職員間の共通理

解を図ることが必要です。そのために,不登校事例研究やカウンセリング技法の実技研修，不

登校の子どもの理解と対応に関する講義等を内容とした研修会を実施することが大切です。 

 

① 校内研修の視点 

 

 

 
校内研修の視点 

◇未然防止のための取り組

みの充実 

・不登校対策委員会を中心と

する指導体制の確立 

・教育相談活動の充実 
・子どもと保護者に校内外の

相談窓口の周知 

・生徒指導の機能を生かした

授業実践 
・学ぶ意欲を育む指導の充実 

・新学習指導要領のねらいの

実現 
・教育相談担当の明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  事例研究 
不登校の諸要因を正しく理解し，適切な対応（指導・治療・カウンセリング等）の方

向性や，そのための具体的方法を見出すため，その子どもに関するさまざまな情報を収

集し，分析・検討を行います。 

 

 〔事例研究の主な意義〕 

・ ある不登校の事例をいろいろな角度から見ることができる。 

・ その子どもに合った指導方法を見出すことができる。 

・ 事例研究で出された意見を参考に指導・援助するので，教職員間

の連携と共通理解を深めることができる。 

・ 子ども理解と実践的指導力の向上に役立つ。 

◇不登校の子どもへの指導

の充実 

・指導援助の内容や方法を明

確にし，役割分担の組織化

を図る 

・指導援助の内容や方法等を

絶えず評価し，改善する 
・個別の支援記録の内容検討

と記録の蓄積 
・適応指導教室や関係機関等

と連携した適切な対応 

・教室以外の登校場所を整備

し，適応力を高める工夫 

◇初期対応の充実 

・共感的な日常のふれあいや

教育相談等による子ども理

解のあり方 
・事例研究研修の計画的な実

施 
・サインを見逃さない日常観

察のあり方 

・速やかな情報交換と迅速で

適切な対応のあり方 
・家庭訪問の実施による家庭

との信頼関係の構築 
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○ 事例検討会の進め方（例） 

     〔構 成〕 

  ・ 事例提供者（資料の作成，検討してほしいことをまとめる） 

・ 参加者（全員が助言者となる） 

・ 助言者（専門家を招いて指導・助言を受ける場合もある） 

・ 司会（進行役），記録者 

 

       〔事例研究の流れ（２時間）〕    〔進行上の留意点〕 

 

        

                 ① 事例検討会のねらい・留意点を確認する。 

②  事例提供者が悩んでいることを全員で考える。 

③ 参加者全員が提供者への助言者となる。 

④ 相互批判はしない。 

⑤ 守秘義務，個人情報の保護の徹底。 

 

                 ① できるだけ短くする。 

② 資料を読めば分かることはできるだけふれない。 

③ 中心となるところや新しい情報を中心に話す。 

④ 困っていること，難しいこと，どう対応すればよいか

検討してほしいことを話す。 

 

                 ① 事例を考える上で必要な情報を聞く。 

② 関係する教職員からも話をしてもらう。 

 

 

 

                 ① 今後の対応を中心に話をする。 

５ まとめ 

 

（１０分） 

４ 意見交換 

 

（６０分） 

３ 質問 

 

（２０分） 

２ 事例発表 

 

（２０分） 

１ はじめに 
 

（１０分） 

② 事例提供者の検討してほしい内容に沿って話をする。 

③ 全員が１回は発言をする。 

④ 相互批判はしない。 

（対応が適切であったかどうかは，事例の改善により

先々検証される） 

 

① 事例提供者が現時点で分かったことを話す。 

② 専門家を招いた場合は助言を受ける。 
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